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社会科シラバス 高校２年 
1. 学習の到達目標と評価の観点 

（科目） 

歴史総合 

単位数 学科・学年・学級 使用教科書と補助教材 

１単位 第２学年 

『わたしたちの歴史 日本から世

界へ』山川出版社（教科書） 

『問いからはじまる歴史総合』東

京法令出版（図説） 

学習の到達目標 

・地域の別にかかわらず、人間を取り巻く環境や背景、現代的な諸課題

の形成過程について、近現代史の考察や資料の読み取りを通して真理

を追究していこうとする姿勢や、得られた知識・技能を実社会に役立

てようとする意欲を養う。〔Science〕 

 

・世界全体を俯瞰するグローバルな視点と地域の問題を掘り下げて把握

するローカルな視点を併せ持つ柔軟な思考力を養い、それに関する自

分の考えや価値観を世界に向けて発信できるとともに、国際社会の中

で自身に求められている役割を認識する。〔Global〕 

 

・探究心を持ち、物事を論理的にとらえ、現在世界各地で起きている問

題を歴史的な視点から読み解き、よりよい解決策を導き出す。また、

その解決策を実行するために、他者の意見を尊重しながら協働し、平

和な世界を築く人間になる。〔Liberal Arts〕 

 

評価の観点 

現代的な諸課題が「いつ」「どこで」「どのようにして」生じたのか、疑問を

持ち、知識を活用し、他者と協働しながら、その疑問を解決しようとする姿勢

がある。＜主体性・多様性・協働性＞ 

日本の歴史と世界の歴史を学びながら、それぞれの出来事をくらべたり、たが

いのつながりや影響を探究し、自分の考えを発信することができる。＜思考

力・判断力・表現力＞ 

現代的な諸課題の形成過程について考察したり、資料を読みとるために必要な

知識・技能を身につけられている。＜知識・技能＞ 

 

 

 

【点数化が難しい課題については、観点別評価とする。】 

Ａ：「十分満足できる」状況と判断されるもの 

Ｂ：「おおむね満足できる」状況と判断されるもの 

Ｃ：「努力を要する」状況と判断されるもの 

Ｄ：未提出，未実施 
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2. 学習内容及び評価方法 

時期 単元 学習のねらい・到達目標 

第 2学年 

1学期 

期末まで 

第２部  

国際秩序の変化や大衆化

と私たち 

国際秩序の変化や大衆化

への問い 

第３部 

 グローバル化と私たち 

グローバル化への問い 

 

・戦後国際秩序、安全保障体制やブレトンウッズ

国際経済体制を説明できる。 

・冷戦の始まりとその経過を理解する。 

 

・日本の戦後改革と日本国憲法の特徴を理解し、

日本の独立とその国際政治的な背景を理解す

る。 

 

・第三世界の登場の国際的な背景を説明できる。 

・冷戦の固定化と 「雪どけ｣、再度の冷戦の激化

の過程を理解する。 

 

・55年体制と安保闘争、高度経済成長の光と影 

を、冷戦構造から理解する。 

第 2学年 

2学期 

期末まで 

第３部  

グローバル化と私たち 

グローバル化への問い 

 

・ベトナム戦争へアメリカが突き進んだ背景につ

いて説明できる。 

・1970 年代以降のブレトンウッズ国際経済体制

崩壊後の経済構造の変化について理解する。 

・日本の経済大国化とアジアの経済成長を国際経

済の変化から説明できる。 

・東側諸国の社会主義の停滞と西側諸国の新自由

主義を国際経済体制の変化から理解する。 

・冷戦の終結の経過について理解する。 

 

第 2学年 

3学期 

学年末ま

で 

第３部  

グローバル化と私たち 

グローバル化への問い 

 

テーマ学習 

・冷戦後の地域紛争、ＥＵに代表される地域統

合、環境問題や民族紛争など現代世界の諸課

題、日本の諸課題について理解する。 

 

・歴史総合の総まとめとして、第一次世界大戦中

のイギリスの多重外交とパレスチナ問題、ドイ

ツにおけるファシズムの成立、キューバ危機と

ベトナム戦争など、近現代史の重要事件にスポ

ットを当てて、歴史を学ぶ意義ついて考える。 
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評価の観点及び内容 評価方法（具体例） 

教員の発問に対し、積極的に取り組んでいる。周りのクラスメイトと主体

的に意見の交換をする様子がみられる。＜主体性・多様性・協働性＞ 
loilo課題(提出) 

設定された課題に対する自分の考えを、他者にも読み取れるように適切に

説明することができる。＜思考力・判断力・表現力＞ 
定期考査・loilo課題(内容) 

歴史的な知識を身につけられている＜知識・技能＞ 定期考査・loilo課題(内容) 

  


